
    
        淫紋病のおにいちゃん

        淫紋病の兄を持つ弟

        噂の転校生、それは俺の兄だった

        僕のおとうと

        涙雨

        花咲の一族

        後書き

    
    　

    掲載されている内容は全てフィクションです。

    一部作品にハート喘ぎ表現があります。

    弟攻めが多い本です。

    



    
        淫紋病のおにいちゃん

        　

        　暗がりの中、用意されたケーキに灯された蝋燭がゆらゆらと揺れる。この一軒家に住んでいるのは、俺と年の離れた弟の二人。その弟も今年二十三才となり、無事就職も果たした良い大人だ。そんな二人がひざを突き合わせ炎の揺れるケーキを見つめる。赤いイチゴの乗ったそれの中央にはチョコプレートには可愛い文字で「おたんじょうびおめでとう」と書いてある。

        　これはもう嫌がらせだろう。小さなケーキに所狭しと突き刺された蝋燭の数は三十一本。ちょっとした炎上のようになっているそれのむこう側では、同じ兄弟とは思えない程顔面偏差値の高い弟が、意地悪そうにニヤニヤと笑っているのだから。

        「誕生日おめでとう？　オニーチャン？」

        「……ありがとよ……」

        　悪かったな、誕生日を祝ってくれる彼女もいなくって！　去年の弟の誕生日は平然と、彼女を家に連れ込むからネカフェに行けと兄に言い放つような弟だ。

        　俺たち兄弟は仲が良いわけでも無く、どちらかというと悪いと思う。こうやって俺を祝っているふりをして、毎年大量の蝋の落ちたケーキを押し付けてくる。自分は甘いものなんて食べない癖に。

        　それなのにテーブルの下で絡んでくる足に、俺は喉を鳴らしてその先を期待してしまう。ほんの一週間前に一度だけ、俺はこの弟に抱かれたのだ。

        　

        ※※※

        　

        　十年程前に現れた病気がある。それは欧州から始まり次第に全国に広がった。ウイルス性かと思われたがそうでもなく、当初ただのシンドロームではと疑われたがそうではない明確な理由があった。出るのだ、下腹部に。所謂、淫紋が。

        　とはいえ女性限定の病気だし、完治はせずとも投薬で次第に淫紋は薄くなる。十代から二十代の女性が多く、強いストレスが原因だとも言われている病気だ。もっとも淫紋はもう差別用語だ女性軽視だと言われて正式な病名は別にあるが俺はそれを覚えていない。

        　それくらい、俺には無関係だったんだ。寝苦しい夜に自分の下腹部を探った時に、そのうっすら暗闇で光る模様を見つける時まで。

        　

        「……は？　これ……淫紋病……まさかな？」

        　涼しい秋の夜だというのに、何故か無性に身体が熱くなり昂ぶる自分自身に手を伸ばし、気が付いた。夜に入浴した時には気付かなかったから恐らくなかったはずだ。ベッドに寝ころんだまま覗いた自分のパジャマの中で、薄く光その色はピンク色。雑誌で面白半分に読んでいた淫紋記事のそれとよく似ていた。

        「うそ……だろ？　え？　女の子だけだろ？」

        　先日誕生日を迎え、丁度三十才になった。三十路に突入した現在も、未だ息子の正しい使用用途には辿りつけていないものの、ようやく可愛い彼女も出来た所だ。今度は初デートだと浮かれていた矢先なのに、男のくせにこんな淫紋を付けて、彼女と初めてのセックスはできるのだろうか？　いや、服を着て行為に及べばなんとかなるかもしれない。そうだ、そうしよう。

        　そう俺なりに結論を出し、とりあえずこの体の中に渦巻く性欲を発散するべく、パンツの中のペニスにそっと触れた。

        「ん……っ♡　ふあ……っ！？」

        　触れた瞬間電流が流れたような快感が脊椎を一気に駆けあがる。頭の奥までチカチカと痺れるような激しさで、いつも感じている単調な気持ちよさとは段違いだ。思わず漏れた甘い声は自分のものとは思えなかったが、だが今はそんなことはどうでも良かった。

        「あ……っ♡　すご……♡　いい、きもちい……っ♡」

        　指で輪を作りカリの段差を上下させる。普段感じていた自慰とはレベルが違う、腰が抜けるような気持ちよさに俺は夢中になって自分自身を擦った。いつもよりも大量に零れてくる先走り液は、淫紋のせいだろうか？　ねちゃっとしたそれを指で掬い取り陰茎に塗りつけると、滑りを増した指は弱冠圧が弱まるものの、そのヌルヌルとした感触がいやらしく感じて腰が勝手に動いてしまう。

        「ん……っ♡　あ……っ、こんなの……っ♡　やばい……ってぇ♡」

        　仰向けに転がっていた体は腰が完全に浮いている。ベッドにつま先を立てて、自分からだって勃起した自分のペニスが完全に見えている状態だ。部屋の鍵は締まっていない、こんな夜更けに誰も来ないと思うけれど、万が一家族に見られたら困る。そう思いながらも自慰の手はより一層熱を持つ。

        「だめ……♡　だめなのにぃ♡　あっ、あ……っ♡　イく……っ、イ……っ♡♡」

        　パジャマと、自分の顔にまで飛んだ精液の勢いは止まらない。鼓動に合わせて迸る白濁はどこまでも俺の顔を汚していく。むわっと匂う青臭さは嗅ぎなれたもののはずなのに……そんなものに魅力などないはず、なのに。俺は、奇妙な欲求に突き動かされて口もとに飛んだ精液をぺろりと舐めとる。

        「んっ♡　おいし……♡」

        　味はまずい、舐めたことは無いが青臭くも生臭い、いつもの味なのだろう。だが脳がこれは美味いと訴える。好物なのだ、甘味なのだ、お前が求めるものなのだと強烈に叩きつけてくる。

        「あ、あっ♡　ん……っ♡　なに、これ……っ♡」

        　精液を舌で感じる度に、体の奥がキュンと疼く。今までに感じたことのない熱が下腹部――そう丁度淫紋のあたり――にモッタリと塊のような欲望が蓄積されている気がする。

        「なに……っ♡　これ、こわ、い……っ♡」

        　この紋のせいだ、この淫紋のせいで俺の身体はきっと変わってしまった。性欲が強くなると聞いた事があるけれど、こんなにも激しいものだなんて知らなかった。ドクドクと早鐘を打つ心臓がうるさい。さっきと同じように射精をすればおさまると、そう思って扱いても、何度射精しても、気持ちが良いだけでどこか違う。分からないけれど、何か違う事だけは本能的に気付いていた。

        「あ、あ……っ♡　しゅご……っ♡　つらいぃ……っ♡」

        　顔どころか、身体もシーツにも精液が飛び散っている。それなのに欲望は留まる所を知らないどころか、より一層渇きを訴える。擦り続けた陰茎は少し腫れぼったくてヒリヒリして、なんだか気持ち良いのに悲しくて泣きたい気分になる。

        　もう、朝になったら病院に行こう。俺だけではどうしようもないんだ。まさか男に淫紋が出来たなんて、笑われるかもしれないけれどもうなりふり構えない。俺は枕に敷いていたバスタオルを震える手で引っ張り、体中の汚れた精液をぬぐおうとそれでお尻の辺りをざっと拭った。

        「んっ♡　あっ！？」

        　タオルを持つその指が俺の身体の一部分、後ろの穴に偶然触れた。その瞬間、理解した。俺が欲しいものが何なのか、霧の中で姿が見えなかったものが、急に鮮明に目の前に現れたのだ。

        　後孔に触れた指はそこから離せない。精液でぐちゃぐちゃになったソコはひくついて、明らかに何かを埋めて欲しがって疼いている。ネチネチと指を擦りつけるだけで、収縮を繰り返すそこは早く早くと求めてくる。

        「はは……っ、まじか……♡　こんな、こんなとこ……っ♡　う、あ……っ」

        　ゆっくりと、ゆっくりとそこに指を沈める。恐る恐る入れてみたものの、驚くほどその穴はなんの抵抗もなく指を飲み込んでいく。初めて感じる自分の体内は熱くて蕩けて、男だったらここにペニスを突き立てたいと思うのだろうけど。

        「あ♡　は……っ♡　ん……っ、く、う……っ♡」

        　俺は夢中で自分の後孔を掻きまわした。当たり前のように指を増やしても受け入れる、そこはもう性器となったのかもしれない。でもそんなことはどうでもいい。満たされなかった部分が満たされていく。グチュグチュと掻きまわす度に全身が歓喜に満ち、肉襞が指に吸い付いて奥へと導いていく。もっと、もっと欲しい。もっと太くて硬くて熱い――。

        「あっ、イく……♡　いっぱい、すごい……っ♡　イ……ッ、イくううううううっ♡♡」

        　身体中が緊張し、そして脱力する。既に大量に射精をしていたペニスからは僅かながらの精液がトロトロと零れていくが、さっきとは格段に違う絶頂感に目の前がチカチカと光って呆ける。時折震える体は自分の意志ではどうしようもならず、締め付けたままの自分の指を抜くこともできない。

        「すごい……っ♡　こんなの……こんなの知ったら馬鹿になる……♡」

        　恐ろしい快楽の余韻に浸りながら、自分の世界が塗り替えられたことを知る。もう戻れない、淫紋の与えてくれる恩恵が大きすぎる。もう他の事などどうでもいいじゃないか。俺はもう性欲を満たす事しか考えられず、後ろに埋めたままの指を大きくグラインドさせたのだった。

        　

        ※※※

        　

        　淫紋病について知った事は、主に症状が起きるのは深夜帯だということ。女性は今は投薬で抑えられるし自然に消えるまで日常生活に支障は無いらしい。原因は分からない上にネットでの男性の症例はほぼ無かった。都市伝説のような創作では目にしたけれど、俺が欲しいのはそんな情報じゃない。そして結局この病気は専門外来が無く、産婦人科の管轄になっている事を知った俺は、ひとまず夜間限定の発作を抑えればなんとかなるなと高を括ったのだ。

        　その結果どうなったか。あの日から一年経った今では俺の肛門は完全に性器となった。出来たばかりの彼女とは早々に分かれた。こんな体になった俺が、女性を抱ける訳がない。俺は抱くよりも――いや、まだそこまでは考えてはいない、考えてはいけないのだ。

        「ひあ……っ♡　あ、……っはあ……ん♡　いいっ♡」

        　今夜はコンビニの宅配ボックスで受け取った、新作のディルドを試している。少し太めで長さのあるそれは、奥へと押し込むとどこまででも入ってしまいそうだ。半透明のピンク色をしたそれは、ボコボコと極端な段がいくつも付いている。

        「く……っ♡　あ……あ♡」

        　それを肉壁へと押し込み、そしてギリギリまで抜くと排泄感にも似た解放感と気持ちよさが脳髄を満たしていく。何度も何度もそれを繰り返し、メスイキができるようになった俺の今夜の欲望はどうにか静まりそうだ。

        「ああああ♡　いい……っ♡　いいよお……っ♡」

        　俯せになり自分で自分を責め立てて悦ぶ。それはもう淫紋ができてから毎日のことだから、俺はその時気付けなかった。部屋のドアがいつの間にか開いていた事に。そして弟がいつのまにか俺の傍に寄っていたことに。

        「何してんのオニイチャン」

        「んえ……っ！？　あ、ふぁ……っ♡　駄目、イく……っ、イくからあ……♡　見ないでえええっ！」

        　急に掛けられた声に体がビクリと震えるが、絶頂へと駆け上る体はそんなことで止まれる段階をゆうに超えていた。弟に見られている、それなのに――。

        「イく……っ♡　やだあ♡　イっちゃう……っ♡」

        「うっわ……」

        　身体が弓なりになり頂点を極める。メスイキを知った身体はドライでいくらでも達することができるのだ。ペニスで達するよりも深く長いその絶頂感は、弟がそこに居ようが居まいが関係なかった。

        「あ……♡　あ……っ♡　きもち、い……っ」

        「……マジかよ兄貴……」

        　ビクビクと小さく震える余韻に浸っていると、弟は俺の身体に手を伸ばした。

        「や、そこ……っ♡」

        「なに？　これ淫紋病？　タトゥーじゃ……ねえな。男にもかかるわけ、コレ」

        「しら、な……っ！　触らない……っでぇ♡」

        　自分のものでは無い手のひらが、肌の上を滑っていく。その些細な刺激だけでも敏感になっている身体は快感を拾ってしまう。淫紋をなぞるように触れられ、払いのけても良いはずなのに俺は、みっともない恰好のまま弟の次の動きを待っていた。

        「本物……だな？　うっわ、だからか。兄貴の部屋から毎晩エロい声聴こえてきてたの。毎晩AV見てうるせえなって思ってたのに、まさかアンタの喘ぎ声だったとはな」

        　からかうような物言いに顔にカッと熱が集まる。両親が海外で働いている今、俺たちは一戸建ての二階と一階で寝室を分けているため慢心していたのかもしれない。声を抑える努力はしていた……はずだけど、まさか弟に毎晩聴こえていたなんて。その背徳感に達したばかりの身体が新しい火種を起こしていく。

        「はは、何でチンポ勃ってんの？　兄貴」

        「んっ♡　ちが……っ♡」

        　喘ぎ声を聞かれていた、弟にイく姿を見られた、淫紋病だってバレてしまった。もうこれ以上なにを取り繕うことがあるのだろうか。兄の威信などどうせ最初からない。イケメンの弟と不出来な兄だと、昔から弟にすら揶揄われて来たじゃないか。そうだ、もうこれ以上嫌われようがない。

        「……っ、ちょ……兄貴……！？」

        「ふ……っ、おまえも勃ってる♡　俺のオナニーみて興奮したのか？　嬉しい……かも♡」

        「く……っ、うっ」

        　立ったままの男の腰を素早く引き寄せ、勢いよくパジャマを下ろした。ブルリと飛び出た陰茎は太くて長くて……ボコボコと血管の浮かぶそれがビクリと跳ねあがる。

        「やべえって……っ、おい……っ」

        「んふ♡　いいじゃん……男同士だし♡」

        　言葉の抵抗を僅かにするけど、きっと本当に嫌がっていたなら俺を突き飛ばしてでも逃げられるはずだ。だからこれはきっと同意だろう。好奇心と不安が半分ずつ、きっと弟の中では混沌と渦巻いているはずだ。その混乱を逃すチャンスはない。飛び出た陰茎に舌を這わせ、初めて感じる男の熱に俺はなんの躊躇もなく喉奥へと誘い込んだ。

        「兄弟だろうが……っ、くそ、なんだこれ……！」

        　顎が外れそうな程太くて長い、持っているディルドもバイブもここまで多いものは無かった気がする。自分自身を慰めながら、それらを咥えていた感触とは全然違う。薄い咥内の粘膜で直接感じる男のモノは、まさに別の生き物のようにビクビクと跳ねる。

        「ん……っ、ふぁ……♡　おっき♡　んむ……♡」

        　裏筋に舌を当てながら、頬を窄めて顔を前後させる。先端から滲んでくる体液を味わいながら、もっと欲しくてピストンを早めた。

        「兄貴……っ、は……っ、上手すぎんだ、ろ……っ！」

        「んふ？　んぐ♡　うれひ……♡」

        「フェラ褒められて喜ぶのかよ……っくそ」

        　大きい大きいと思っていた弟のモノが、喉奥で亀頭を締め付ける度に質量を増した。精いっぱい開けても痛くなるほどの大きさが、どこまで膨れ上がるのか怖くてそして……楽しみだ。

        「出る……、兄貴……、口……っ」

        「んんんーっ♡」

        　離せって？　離せるわけがないだろう？　初めて味わう他人の精液はどんな味がするんだろう？　ドクドクと喉にきっと叩きつけられる、粘度の高いアレを飲むことを考えるだけで、後ろがヒクヒクと収縮するのが自分でも分かる。

        「出るってば……！　馬鹿やろ……！」

        「ん……っぐ……っ♡♡　……っ、……ふ♡」

        　喉奥に絡みつく生臭い男の精子。淫紋病になってからの俺と同じくらいあるんじゃないかと錯覚するほどの大量のそれが、無遠慮に食道を通過していく。ごくり、ごくりと飲み干す度に、その収縮が気持ちいのか弟のペニスが同じように震えるのが何だか可愛い。

        「ん～っ♡　あは……っ♡」

        「……っ兄貴……」

        　奥に残った精子まで、ぎゅっと指で押し上げてから吸い出した。美味しい、何て美味しくていやらしい気持ちになるんだろう。もっと欲しい、そう、もっと体の奥に欲しいのだ。弟を誘う？　血の繋がり？　そんなの俺の知ったことか。この淫紋が出来てから日々慰めてきたたけれど、結局自分の身体を開発してしまっただけで疼きは夜ごと酷くなるばかりだった。

        「な、お願い、俺とセックス、して♡」

        「ちょ……っ、おい……！」

        　油断していた体をベッドに押し倒し、仰向けになった弟の身体の上に乗しかかる。俺の貧相な体の何に興奮してくれたのかはわからないが、若い弟のペニスは再び硬度を増して天を仰いでいる。

        　その肉棒を掴み、自分の後孔に先端を宛がう。オモチャとは違う生の感触。これがこれから自分の中に入るんだと、その興奮だけで達してしまいそうだ。体重をかけ、一気に腰を下ろす。

        「あっあ――っ♡♡」

        　スムーズに入りすぎたそれは、シリコンよりもプラスチックよりも重くて熱い。狭い肉壁を十二分に満たし、腹の奥が男のモノでぎちぎちに埋められる。支配されているようで、その実俺が支配しているような不思議な満足感があるのは、俺の下で眉根を寄せ射精を堪える弟の姿があるからだろうか。いつも俺よりも出来の良い、年の離れた弟のそんな顔に妙な高揚感を覚える。

        「すっごい……おちんちんって……♡　こんなにきもちいんだ♡」

        　そういえば、これば俺の初めてのセックスだ。まさかの弟と、まさかの処女喪失が先だったなんて、一年前の自分にこう教えてやりたい。

        「さいっこお……♡」

        　体内に埋め込まれたペニスも、触れ合う他人の肌も、後孔の縁に感じる男の下生えも、全てが想像以上に生々しくて俺の情欲を高めていく。弟が相手だろうと尻にペニスをつっこまれようが、気持ちが良ければもうそれでいい。

        「アニキ……っ、あーくそ！」

        「ひゃ……っ♡　あ、あんっ♡　どうし……っ！　んんっ♡」

        　ずっと動かなかった弟が、俺の腰を掴み体勢をぐるりと入れ替えられる。さっきまでとは違い組み敷かれるのは俺の方だけれど、その拍子に挿入角度が変わってお腹側の気持ちいい所を亀頭が擦った。

        「なに……♡　あンッ♡」

        　されるがままだった弟の突然の行動に少しだけ驚いていると、弟は俺の尻を掴むとグッと腰を引いた。

        「あああああっ♡　いい……っ♡」

        　肉筒からずるりと引き出される感触、めくれあがる窄まりが気持ちよすぎる。弟は何も言わず、激しくピストンを繰り返す。何を考えているのか分からないが、男の竿としての機能以上のものは何も求めていないから構わない。

        「あっ♡　あっ♡　もっと……なあ……っもっとえぐって♡」

        不均一な陰茎が狭い孔を何度も出入りし、激しく肉を打ち付ける音が室内に響き渡る。

        「ちが……っ、ぜんぜん……っちが……♡」

        「なに、が……っ！」

        「バイブと……っ、ちがう♡　はあ、おちんちんっ、すごいいいい♡　気持ちいい、よお♡　イく……っ、イっちゃう……♡」

        　ピタリと男の動きが止まった。待って、イきそうだったのに。凄いのが来そうな直前で、急に焦らされて俺の腰はゆらゆらと揺れる。

        「はあ……っ♡　なんで……♡　イきたいのにい……」

        「おい、兄貴。アンタセックスしたこと無い訳？　女とじゃなくて男と。それでこんなグッチュグチュの穴になんのかよ」

        　この一年、毎晩のように自分で慰めてきた後孔は確かに挿入に慣れているのかもしれない。ただそれは一人遊びの成果であって、性交経験があるのかときかれれば答えは否だ。

        「う……っ。ないよ……。女の事も……っ、その、無いから……！　男とだってお前が初めてで、なあ、動いて♡　イかせて、イきたい……お願い♡」

        「あ、そ――。俺が初めて。ふうん」

        　どこか満足そうな声音を出して、律動を再開した弟の腰に足を絡める。一度頂上間際で止まられた快楽を求めて、俺は激しい動きに合わせて腰を揺らした。

        「あっ、あ♡　いい……っ♡　イく！　……イくううっ♡」

        「兄貴、これから……、抱かれたくなったらっ、俺に言えよ」

        「いう……っ♡　言うううう♡　いっぱい、して♡　イ――……っ♡♡♡」

        　身体が勝手にビクビクと震え、目の前が真っ白になるほどの強烈な快感が身体中を支配した。今夜も一人で散々慰めた後だと言うのに、あり得ないほどの絶頂感に暫し時が止まる。

        「あ……♡　あ……っ♡♡」

        「あ――……。すっげ……締まる」

        　俺の中で達したらしい弟が、腰を押し付けて最後の一滴までを俺の奥へと塗りたくる。最奥で味わう精液にまた新たな興奮を覚えるこの体は、それを淫紋が喜んでいるのかもしれない。

        「な……♡　もう一回、しよ♡」

        　息を切らしているのは弟も一緒だ。だけどその顔には嫌悪感も罪悪感も見て取れない。にこりと笑いかかけたはずなのに、何故か眉根を寄せた弟は噛みつくように激しいキスをしかけてきた。

        「ん……っ♡　ん、んあ♡」

        「はあ……っ、クソ兄貴、覚えてろ。煽ったのはお前だからな」

        　捕食者だと言わんばかりの獣のような目つきに、期待で勝手に身震いする。男を飲み込んだままの後孔は硬度を失わないソレをきゅうと締め付け、また寄せられるのだろう歓喜にヒクヒクと蠕動した、

        　

        ※※※

        　

        　燃え上がる誕生日ケーキに息を吹きかけ、二度目三度目で激しい炎はようやく消えた。絡んできていた弟の足はあからさまに俺の股間を刺激し始め、こいつが何をしたいのかさっぱりわからない。

        「こら……っ♡　ちょ……っ♡」

        「甘えた声だして、それで嫌がってるつもりかよ兄貴」

        「んんっだって……っ、もう……こんなことする理由がない……っ♡」

        　三十二才の誕生日を迎える一週間前、正確には弟に抱かれた翌朝俺の下腹部にあった淫紋が消えた。確かに自然治癒することもある淫紋病だったが、まさか弟とした翌日に消えるなんて思わないじゃないか。だから、弟とセックスをしたのは最初で最後の一度だけ。その時隣で寝ていた裸の弟に、俺の淫紋が消えたことを伝えると、「ふうん」と興味なさげに答えて自室にもどっていって終わった。そしてそこから俺たちの関係はいつも通りに戻ったはず、なのだ。

        　でもその一度を思い出して、その後も一人でこっそり自慰をしていたことは秘密にできている。たぶん。

        「ひ……っ♡　駄目……♡」

        「責任、取れよ兄貴。どの女相手にしても勃たねえしイけなくなったんだからな。唯一勃つのがアンタのエロい夢みた朝だけって、どうしてくれんの」

        　ぐり、と弟の足の裏が俺の陰茎を押しつぶす。淫紋病のせいで敏感に開発された体は少々の刺激でも喜んで受け入れてしまう。硬くなったソレに当たる足を押しのけようとしているのに、震える手は力が入らない。

        「なあ、聞いてる？　弟たぶらかした責任、ちゃんと取れよオニーチャン」

        「そんな……っこと、言われてもぉ……っ♡　俺……どうしたら……っ♡」

        「俺以外とキスするな、ヤるな、付き合うな、結婚……は多分出来ねえだろこの身体じゃ。まあとにかくだ、俺のモンになれって事」

        　畳み掛けるような言葉に目を見張ると、弟はバツが悪そうに視線を逸らす。

        「……？　俺、嫌われてたんじゃないのか？」

        「はあ？　べ、別に嫌ってねえよ。……わかれよ」

        　わかんないよ。でも顔を赤らめる弟が、俺を嫌っていない事は理解した。弟が何を言っているのか分からないけれど、弟の独占欲のようなもの、だろうか。

        「いいよ俺、兄貴だしな」

        「ふ、ふん！　じゃあ……ほら部屋行くぞ！」

        　腕を引っ張る弟の勢いに、椅子から立ち上がるけど机の上には蝋燭にまみれたケーキ。

        「なあおい、ケーキ――」

        「新しいの買ってやるよ。まさか今年も蝋だらけのケーキ食うとか、マジで今年もやる気か？　俺だって稼いでるんだ、恋人にケーキ位買ってやる」

        　可哀想なケーキに気を取られ、弟が何か言っていたがよく聞いていなかった。引っ張られる手は熱くて、弟もまた俺とのセックスを思い出していたことが嬉しかった。淫紋病も完治したはずの今、弟に抱かれる理由はないはずなのに、それを考えるだけで消えたはずの淫紋の部分が疼くような気がした。

        　

        　

        　

        


        
            淫紋病の兄を持つ弟

            　

            　

            　大して面白みの無い兄だと思っていた。

            　八つ程年の離れた兄の身長は俺が中学の時に余裕で追い抜いた。成績も、小中高と努力もなしにトップクラスにいた俺は大した挫折も失敗もしたことがない。やれ神童だ天才だともてはやされた時に、兄がどう思っていたのかは分からない。だた、俺の兄にしては平凡すぎる顔立ちや性格、それなのに何故か俺は常に兄に何かを感じていた。好意なのか嫌悪なのかは分からないけれど、正体不明のその感情は、思春期を経て捩じれに捩じれ、必要以上に冷たい態度になっていたような気がする。

            　だた兄が、俺以外に興味を持つのは何だか面白くない。この感情の理由がはっきりしないまま、両親が海外赴任したままの一軒家で、俺は兄は長い間二人で暮らしていた。

            　

            　ある晩から、小さく喘ぎ声が聴こえる様になった。発生源はどう考えても兄の部屋だ。アイツどんな音量でAV観てるんだと笑ったが、何故かその音が腰にクる。漏れ聴こえる音で抜くなんて中学生かよと自嘲してしまうが興奮はおさまらない。結局俺はそのAV女優の声を聴きながら自慰をして、気にすれば毎晩聴こえるようになったAVの音源から逃げるように、夜な夜な女遊びに精を出した。

            　だけどついに兄の部屋に訪れたその夜、聴こえていたのは兄の喘ぎ声だったという事を知る。そして自分の長年の感情と、肉体に与えた興奮をはっきりと理解してしまった。子どもの頃からチヤホヤされて来た自分は、どうやら賢いと過信していたらしい。ただ兄を――性対象として好きだっただけなのだ。

            　

            　認めてしまえば簡単なものだ。だが身体を重ね、恋人になった――はずの――今でも、ただ一言伝えられないでいる。兄が、好きだと。昔から好きだったと。トロトロと蕩けていく兄の身体に溺れていく、それだけじゃないと伝えたいのに。

            ――完――


        
    

    
        噂の転校生、それは俺の兄だった

        　

        ――――ゆじゅのおかし、それぼくがほしかったのに～！

        ――――ええ？　アサヒこっちがいいの？　…しょうがないなあ、はい、はんぶんあげるね

        ――――やったあ！ゆじゅ！だいすき！けっこんちよ！

        ――――ぼくもアサヒがだいすきだよ

        　

        　見た夢は起きた途端に霧散して、どんな夢だったのか覚えていない。

        　でもそれは、酷く懐かしい夢だったようにも想える。

        　嵌め殺しの巨大な窓から見下ろせば、山の中ではどこまでも森が続き、遠くの麓の町が見える。見上げれば高い空に輝く太陽が、今日も遮るものなく輝いていた。

        　代り映えのない風景。代わり映えのない面子。こんな山の中に何年も押し込められていたら、娯楽なんて限られている。

        　

        ※※※

        　

        「なあアサヒ、今日転校生くるんだって！知ってた？」

        　朝から嬉しそうに声をかけてくる。情報屋と呼ばれるこの男は同じ一年生ながらこの学園一番の地獄耳の持ち主で、小学校からの腐れ縁だ。

        「お前が今知ったなら、俺が知るわけないだろう」

        「なーんかさ、この半端な時期にさ、しかも持ち上がり以外殆どいないだろ、この学園。なーんか訳ありっぽくない～？」

        　こいつは本当に下衆い事を考えるのが好きだな。俺はあまり興味がない。聞き流しながら校門までの直線を歩く。

        「んでね、その人どうも２年らしいんだよ。半端な時期でさらに半端な２年生。まあこの学園に入れるからにはそれなりの子なんだろうけど……って聞いてる！？　アサヒ！！」

        　んもー、と頬を膨らませるが、高１になってその顔はどうかと思うぞ。

        「聞いてないし興味ない。放課後どうせ生徒会で話題に上がるだろうし、今からどうこう考えるのは面倒くさい」

        「は～、アサヒってばそんなんだからモテないんだよ？　背は高いし顔はいいし、一年生にして生徒会書記なんて！　学園抱かれたい男ランキングに入ってるくせに一向に靡かないんだから！」

        　おいおい、なんだそれ、抱かれたいランキングなんて初めて聞いたぞ。そもそもこの学園は男子校だ。確かにそういう趣味の生徒や、この封鎖的な空間での娯楽を求めて疑似交際をしている奴らは知っているが。

        　この学園の風紀の緩さに頭を痛めながら教室へと向かった。

        　昼休みになり、いつものカフェテリアに向かう。どうしても混み合うので、カフェテリア横の売店でパンを買う事が多い。人が多いのはいつものことだが、それにしてもいつも以上に空気が浮ついているような気がする。

        　 人だかりの中心をみれば、明らかに空気の違う人間がいた。見たことのない……彼が転校生だろうか。

        　背はあまり高くないが、小さな顔にまつ毛に縁どられた大きな目と柔らかそうな唇。 少し猫毛の髪色は天然だろうか、色素が薄い。立ち姿が美しく、どこか不思議な空気を醸し出していた。なんだか俺は、不思議な感覚に捕らわれた。なんだろう、何か――――。

        　バチッと彼と目が合った。

        「っ！　アサヒ！」

        　俺を呼んだその人は、彼を自然と避けられる人並みを越えて一直線に俺の元に駆けて、そして飛びついてきた。

        「！」

        　思わず両手で抱きしめる。初対面の男が腕に飛び込んできたというのに、大した拒否感がないのはこの綺麗すぎる顔のせいか。

        「アサヒ、久しぶり！会いたかったよ！僕の事、覚えてる？ユズ兄だよ！」

        　ユズ兄。それは俺の兄の名前だ。しかし兄は両親の離婚により５年以上音信不通だ。

        「へへへ、アサヒに会いたくてこっち来ちゃった！おっきくなったね？昔はちっちゃかったのに」

        　確かに兄の面影はある。兄は小さいころから天使のようで女の子に間違えられていた位だ。

        　しかし俺は何も聞いてないぞ？

        「母さんにね、アサヒに内緒にしといてってお願いしたんだ。驚いた？　大成功！」

        　無邪気に笑う、５年ぶりの兄。俺はなんだかあっけにとられて、抱きとめる両手を離す事すら忘れていた。その身体はとても華奢で……何故だか離しがたかったのだ。

        　

        ※※※

        　

        　「なあなあ、アサヒのにーちゃんさあ、なんか大変みたいだけど……大丈夫なん？」

        　情報屋が俺に耳打ちをしてくる。

        　アサヒが転校してきて一か月。平穏な学園は少しだけ歪みを見せていた。

        　男ばかりの閉鎖的な空間に、美少女よりも美しい兄のユズキがやってきたせいだ。馬鹿な男どもは何を考えているのか浮かれ、そして嫉妬し、水面下で問題が起き始めていた。

        「大丈夫だと本人は言っていたが……俺もどうにかしたいと思ってる」

        　今朝たまたま会ったユズキにそれとなく聞いたが何も言わなかった。 「だいじょうぶ」とはかなげに笑っていた兄は、とても大丈夫そうには見えない。己の無力さに奥歯を噛み締める。

        「いやいやぁ……。あのさあ、言いたく無いけど、うちのイケメン生徒会長もなんかアサヒのにーちゃんに熱上げてるらしいじゃん？　あのクールな副会長だってデロデロって言うし…。あ～謹厳実直を体現したような風紀委員長も隙あらば声かけてるらしいよ。

        　やばいねアサヒのにーちゃん。魔性じゃん」

        　そうなのだ。恐ろしいことに生徒会のメンバーすらユズキに入れ上げているらしい。俺は深くは聞かないが、もう皆放課後生徒会室に来ることすら少なくなった。というか皆ユズキの尻を追いかけまわしているらしい。嘆かわしい話だ。

        「会ったら会長たちにも注意しておく」

        　俺はため息をついてそう伝えるのが精いっぱいだ。そう、生徒会の仕事を放棄している彼らが来てくれたら、の話だが。

        　

        　放課後、生徒会室と書かれた豪奢な扉を開けるとメンバーが全員そろっていた。

        　珍しいと思ってから直ぐにその光景をみて納得した。

        「……ユズキ。どうしてここへ？　お前は部外者だろう」

        　なぜか兄がソファへ腰かけていた。隣に生徒会長・副会長に挟まれて。俺はなぜかその光景にイライラした。 何を呑気に餌付けされている。お前の周りに座る男どもは、お前を狙っているんだぞ？

        「アサヒ、いくらきみが弟でも、そんな言い方は良くないよ。ユズは僕らがお願いして来てもらったんだからね。ほらユズ、あーん」

        　クッキーをつまんでユズキの口に放り込もうとする生徒会長。ユズ、だって？　俺のユズキを馴れ馴れしく呼ばないでほしい。兄も兄だ、困った顔をするだけじゃわからない、もっと強く断ったらいいのに。生徒会長が美形で有名だからか？

        「おい、抜け駆けするな。ユズが誰を選ぶか決まるまで手出ししない約束だろう」

        　本当に副会長までこの兄に惚れているのか？話を聞く限り、兄はこの中から選ぼうとしているのだろうか。許せない、面白くない、そんな気持がなぜか俺の中に渦巻く。

        「ユズ、無理をするな。嫌なら嫌と言えばいい。いつでも私はお前を守るからな」

        　風紀委員長、兄に嫌な思いをさせているのは貴方も含めてだ。見てみろ、美しい眉を下げて、どう見ても困っているだろうが。そんな事もわからない奴らに、俺の兄は渡せない。

        「あの……僕やっぱり寮に戻ります……」

        　ユズキは蚊の鳴く声でそう言った。富裕層の子息の多いこの学園でも、容姿も財力も揃ったトップ３に囲まれて萎縮しないわけがないのだ。俺は自分の考えの浅さに思わず舌打ちした。

        　それでも周囲の男どもはユズキの嫌がる態度を気にもせずに、あれこれと気を惹こうとするから滑稽でしかない。

        「ユズキ」

        　俺が呼びかけると兄は一瞬でこちらを向いた。縋るようなその目すら、どこか忌々しく感じる。俺は一気に距離を詰めると、呑気に座る兄の腕を引き部屋を出た。ぽかんとした生徒会メンバーなんて気にしてられない。

        「ちょ……っ、 痛いっ、うで痛いよアサヒ…！」

        　言われて、ずっと掴んだまま廊下を歩いていた事に気が付き、ゆっくりと手を放せば少し手首が赤くなっていた。白い滑らかな肌がほんのり赤く染まったそこから、俺は思わず目を逸らした。

        「もう……っ。でも、ありがと。ちょっと困ってたんだ」

        　眉を下げて笑う兄に、俺は苛々した。いや、ずっと苛々していたのだ。兄が男に言い寄られていると聞いたときから、生徒会室であんな奴らに気軽に名前を呼ばせていた時も。

        「困ってる？　そうか？……満更でもなさそうじゃないか」

        　ああ、傷つけてしまった。眉根を寄せたユズキが可哀そうで――それなのに俺の一言で落ち込む姿がとても可愛いと思えた。この学園に来てから、なんだかんだで寮でも学園でも兄とは殆ど交流が持てていなかった。そうか、俺のこの気持は寂しさから来ているのかもしれない。

        　身長が頭一つ程違うと、ユズキが俯けばその顔が見えなくなる。

        　顔を上げて、もっと見せてほしい。そして出来たら笑って見せて。

        「悪い、言い過ぎた。でもあそこまでエスカレートする前に俺に相談して欲しかった。弟のおれじゃ頼りないかもしれないが」

        「ううん、僕も……どうしたらいいのか分かんなくて。でもお兄ちゃんだからさ、情けない所見せたくなくって……結局情けないね、ぼく」

        　困ったように笑うユズキ。ああ、そんな風に笑わないで欲しい。俺のユズキはもっと太陽のように笑う人だったはずだ。

        「大丈夫、俺もなんとかする。……もう寮に戻ろう。支度してくる」

        　鞄を持ってきていたユズキと違い、俺は教室に置き忘れていた。玄関ホールの外で待つように伝えて、俺は廊下を急いだ。

        　短時間で戻ったはずだ。下校時間も過ぎて人もまばらな廊下を小走りでユズキの元に向かった。それなのに姿が見えないことに周囲を探すと、玄関ホールから外れて物陰の方でなにやら揉めている姿があった。

        「あんたさ、ちょっと可愛いからって調子のんないでよね？生徒会長は皆のものなんだからな」

        　遠くから見えたユズキは、見知らぬ生徒に絡まれていた。なんて言い草だ。ユズキが悪いわけじゃないのに。俺は走る足を早めた。

        「 よく見たら大したことないじゃんか。何お前、カラダでたらし込んだわけ？うけんだけど」

        　どぼどぼ……とその生徒は持っていたペットボトルをユズキの頭から掛ける。

        「お前ら……！何してる！！」

        　思わずカッとして怒鳴った。俺の剣幕に驚いたのか、あいつらは慌てて逃げていった。くそっ、ユズキから目を離すんじゃなかった。

        「大丈夫かユズキ。けがしてないか」

        　見れば、ユズキはぽたぽたと水滴を滴らせていた。俺は慌ててズボンからハンカチを取り出してユズキにかかった水分を拭った。

        「……いやがらせ、されてるのか？」

        　ユズキの顔を見るに、どうも初めてされたことでもなさそうだ。

        　兄は少し困った顔をして、そして頼りなさげに頷いた。

        「たまにね。物を隠されたりとか、何か通りすがりに嫌な事言われたり…。正直言うとね、前の学校でもそうだったから、ちょっと慣れちゃってるんだよね」

        　聞けば、前の学校でもいじめのようなものがあって、心配した母が転校を進めたらしい。そうか、知らなかった。

        　美しいユズキの顔が、水滴で濡れて酷く幻想的に見える。儚い表情で薄く自嘲する兄は庇護欲を感じさせた。そう、兄は守るべき対象だ。そう思うのに。

        　ぽたぽたと滴る水を拭いていけば、夏服のシャツまで濡れていた。そっとハンカチを寄せようとして、気付く。

        「ユズキ、アンダー、着てないの」

        　兄は素肌に直接シャツを着ていた。白一色の何の面白みも無い学園指定のシャツは、今は水にぬれてこの繊細な男の肌にしっとりと張り付き、彼の薄い色の胸の突起を浮かび上がらせていた。

        　小さくて薄桃色のそれは、水に濡れたせいかツンと立ち上がり俺を誘う。

        「……？　アサヒ…？　…んっ」

        　気が付いたら俺はユズキの腰を抱き、シャツの上からその尖りを口に含んだ。

        　だってそうするのが当たり前のように感じたから。ユズキは俺の兄だ。この学園で誰よりも俺に近くて、誰よりも俺の大切な存在。ポッと出の男に奪われる？冗談じゃない。この美しいいきものは誰にも渡さない。

        　舌に感じる突起は少し固く、吸えば邪魔なシャツから水分が出てきた。

        　震える兄の腰を搔き抱いて、俺は夢中でその粒を舌で捏ね、転がした。

        「ひ…あ、…っあさ、ひ…っ」

        　細い男の声が耳に心地いい。でもこのシャツが邪魔だ。俺は小さなボタンを外すと張り付くシャツを引き下げて直接口に含む。少し冷えている兄のそれはとても滑らかで、いやらしい感触がたまらない。じゅる、とすすれば兄は大きく跳ねる。ぺちゃぺちゃと音を立てて舐めれば身体を震わせどこまでも俺の欲を高める。

        「あっあっ……だめ、駄目だよ……っアサ…ヒっ！うン……っあっ」

        　喘ぎながら懇願する声にはただただ男の欲を募らせるだけだ。俺を離したいのかそうじゃないのか、俺の頭を抱えながらユズキは必死で声を抑える。

        　そうだ、これはただの独占欲かもしれない。兄のことなど殆ど忘れてさえいくせに、俺じゃない誰かに目を向けるのが許せないだなんて、随分子供じみた話だ。

        　でも独占欲でもなんでもいい。このドロドロとした感情に名前なんていらない。ただ俺はこの兄を独り占めしたいんだ。

        　離れがたいそこから顔を上げれば、蕩けきった顔の兄と目が合う。少し紅潮し息を荒げたその表情に、俺ははっきりとした性欲を自覚した。

        「ユズキ……ユズ。なあ、ユズ」

        「な……に？」

        「こんなことして、ごめん。でも分かった。俺ユズが好きだ。誰にも渡したくない」

        　兄の目が大きく見開く。嫌われるだろうか、それとも軽蔑するだろうか、今更だ。好き勝手体を嬲ってこれ以上嫌われようがない。でもこの胸の中からあふれるこの感情は、兄に伝えなければいけないとそう思ったのだ。例え兄に侮蔑されようとも、この俺の気持ちは変わらないのだから。

        　ユズの形の良い唇が震えた。ああ、キスをしたい。

        「アサヒ……本気？」

        「本気。好き。兄弟としてじゃなく、男としてお前が好きだ」

        「ぼく…お兄ちゃんだよ？」

        「知ってる。関係ない。兄だろうと弟だろうともし他人だろうと……俺はユズが好きだ」

        　壁に押し付けたからだを少しだけ離すと、ユズが俺の服の裾を引っ張った。

        　潤んだ瞳が俺を見つめる。

        「アサヒ……ぼく……」

        「なあ嫌かユズ。俺と付き合うのは…やっぱり許せないか？」

        　うろうろと視線をさ迷わせて、それからゆっくりとユズは俺の顔を見た。

        「わからない……。僕はアサヒを大切な弟だと思っているし…それ以上に考えたことなんて、ないよ」

        　

        ※※※

        　

        　それから、俺たちは目に見えてギクシャクしていた。

        　元々寮でも学園でもそんなに会話する方ではない。だが少しでも目が合うと兄は大げさに目を逸らす為に、俺たち兄弟の関係がおかしいのは誰の目にも明らかだった。

        　放課後、寮に戻るでもなく何をするわけでも無く、教室でぼんやりと過ごしていると友人である情報屋が近寄ってきた。

        「ちょっとぉ？　アサヒー。にーちゃんと喧嘩でもしてんの？　アサヒのにーちゃんもやたら憂い顔がたまらないって評判なんだけど」

        　だれだ、そんな評判を出しているのは。俺のユズキに邪な目を向けるやつに怒りが湧く。だが俺が怒るのもお門違いでもある。俺はもう兄に拒絶されている。気持ちの悪い弟だと思われているだろう。

        　だが俺は浅ましく、あの時触れた兄の肌を思い出しては自分を慰める夜が続いていた。あの息遣いが未だに耳に残っては俺を惑わせる。愛しい俺の、兄。

        　思えば俺は昔からあの一つしか違わない兄の事を慕っていた。4月生まれのユズキと、３月生まれの俺では学年は１つ違いでも実際は２歳ほど違う。遊び相手にするには退屈だっただろうに、ユズキはいつも俺を一番に考えてくれていたし、仲の良い友達のような兄弟だったと思う。

        　それが親の離婚で離れて――そうだ、俺はずっと泣きわめいていたのに、ユズキは母と一緒に出ていったのだ。悲しみと絶望に、きっと幼かった俺は気持ちに蓋をして忘れていたのだろう。

        　その気持ちがこの学園で再会を果たしタガが外れた。いっそ会いたくなかった。会いさえしなければ、おれは兄であるユズキにこの苦しい執着を持たずに済んだ。

        　兄弟だからこそ離れられない。それは兄に断られた今となっては辛い環境でもあった。

        　友人のスマホが鳴り、悩む俺を尻目に通話を始め、そして少し慌てたように切った。

        「ちょ…っアサヒまずいかも、お前のにーちゃん……！」

        　生徒会役員に拉致されたらしいよ――

        　言うが早いか、俺は教室を飛び出した。

        　教室から特別棟にある生徒会室は遠い。だがもしもあの面子でユズキが連れ込まれるならば、それは教師すら鍵を持っていない生徒会室に間違いないだろう。俺は酸素が足りないとわめく身体を無視して、廊下を駆けた。

        　息を切らせて豪奢な扉の前に立ち、扉を開けようとすると案の定鍵がかかっていた。役員しか持たない鍵を使い扉を開けた。

        「あっ、アサヒ……！」

        　怒りに我を忘れた。

        　ソファに横になった兄を、肩は副会長に足元は風紀委員長が押さえて、会長がズボンのファスナーを下ろしていたからだ。

        「あ……アサヒくん、これはだね……ぐっ！」

        　慌てた会長の声など聞くに値しない。俺はその男を引きずり下ろし、腹を殴りつけた。呆気にとられた周りの男どもにも怒りのまま蹴りを入れると、泣きじゃくる兄を掬い上げる。

        「あさ…っあさひぃ…っ！こわ、こわかった……っ！」

        　美しい顔をゆがませて嗚咽を漏らす兄は酷くおびえていた。

        　許さない。俺のユズキに。

        　ギ……と彼らを睨みつけると、何がそんなに怖いのか男どもはへたり込んだ。

        　こんなやつら、相手にするまでもない。兄をなだめる方が最重要事項だ。

        「ユズ、ユズ。大丈夫か。ケガは無いな？」

        　しゃっくり上げながら必死に頷く兄が痛ましい。どうやら未遂のようだ。良かった。俺も流石に人は殺したくない。そっとユズキを抱えて部屋を出た。一秒だってこんなの所に兄を置いておきたくないからだ。

        　泣き止んだものの、涙でぐちゃぐちゃになった兄にタオルを差し出す。

        　誰にも会うことなく寮の自室に連れてこれたのは良かった。こんな姿の兄を誰にも見せたくない。

        「大丈夫か、ユズ」

        　ベッドに腰かける兄に手を伸ばしかけて、止めた。

        　俺だってあいつらを批判できる立場じゃない。兄からみたら、俺もあいつも同罪だろう。

        　俺は伸ばしかけた手を強く握りしめた。

        「アサヒ……助けてくれてありがとう」

        「いや、いい。落ち着くまでここにいろ。俺はちょっと……外に出てるから」

        　俺の部屋に欲しい男がいるのだ。こんな事態だと言うのに軽い興奮すら覚えてしまう状況に自分が嫌になる。また間違いを犯す前に、俺はこの場を立ち去る必要があった。

        　それなのに。

        「やだ……いかないで」

        　兄の震える身体が俺の腰に巻きつく。

        　その温かい体温を感じて、不謹慎にも俺の身体は熱を持つ。

        「……俺だってあいつらと一緒だ。ユズの傍にいる資格なんて、ないんだよ……」

        「やだ、アサヒがいい。あの人たちとは違う。アサヒがいいんだ」

        　兄は何を言っているのか。俺はあいつらと何も変わらない。そのうえ血のつながった兄弟だというのだから、罪深さでいったら俺の方が上だ。兄であるこの男を犯したい、そう思っているのだから。

        　そっとその腕を外そうとしたのに、余計に力強く抱きしめられる。

        「ユズ……」

        「ごめん、アサヒ。……俺あれからずっと考えてた。なんでユズが弟なのか。なんで他人じゃなかったのかって。でもそこまで考えたらさ。……兄弟じゃなかったらアサヒが欲しいって気付いちゃったんだ」

        　俺の腰に顔を埋める、兄の顔は見えない。

        「あの人たちに……襲われて嫌だって思った。

        　ぼくは――アサヒしか嫌だって」

        　息が止まりそうだ。俺は今、自分に都合の良い夢を見ているのだろうか？

        　兄は俺に…俺を、欲しいと？この醜い欲望を押し付ける弟(おれ)を？

        　ゆっくりと兄の腕を外す。今度は抵抗が無かった。俺の腰に埋めた顔をそっと持ち上げると、熟れた果実のように染まった兄の顔がそこにあった。

        　小さな顔にそっと両手を添わすと、潤んだ瞳が揺れ、瞼によって隠された。

        　無防備な兄に胸が締め付けられる思いがして、たまらない気持ちでその小さな唇に俺のそれを重ねた。

        　そっと押し付け、離す。また触れて離れる。角度を少しずつ変えて、ほんの少し唇の表面を擦り合わせるように。少しだけぽってりとした赤い唇の感触を楽しむ。その権利を得た、それだけでどうしようもない位の歓喜が身体中を駆け巡った。

        「あ……っ、あさひ……ん……」

        　たまらず舌を差し込むと、一瞬だけ驚きで震えるが、恐る恐る俺の舌に絡めてくれた。ゆっくり、やさしく。泣いていたせいか兄の口の中は熱く、少しだけ塩辛かった。

        　もっと。もっと兄と深く重なりたくて、さらに唇を深く合わせる。

        　夢中になって貪ると、兄はもう息も絶え絶えだった。

        「ごめ……、ユズ、苦しかったか。でもごめんな、俺もっとユズと深く繋がりたい」

        　真っ赤な顔でこちらを見つめる、俺の愛しい恋人。

        　ああ、でも何をされるのかその顔は知っているようだ。安心した、それなら先に進んでもいいだろうか。

        「いいだろ？ユズ兄(にぃ)…」

        「う……」

        　子供の頃のように名前を呼べば、俺に甘い兄はこの手に落ちる。

        　あとはこの可愛い男を、調理して食べるだけ。

        　全て覆うものを無くした、真っ白な肌に夢中になって舌を這わせる。

        　兄はどこもかしこも綺麗で芸術品そのものだった。それなのに息を弾ませ小さく喘ぎ、中心をピクピクと勃たせている姿はやけに背徳的だ。

        　俺が触り撫で上げるだけで、背を逸らせ腰が動く。ああ、なんて。なんて。

        「ユズ……たまんない」

        　この溢れる愛しさをどう表現したらいいのか。俺は分からずただただユズキの唇を奪う。呼吸すらもすべて俺のものだと言わんばかりに吸い取ると、ユズキはくぐもった喘ぎを漏らす。

        　横たわる美しい肢体に覆いかぶさり、余すことなく兄を堪能できる幸せを噛み締める。

        　ユズキの小さなソレは俺の手にすっぽりと収まり、こんなところまで可愛いのかと思わず笑みをこぼす。

        「あ……っやだ……」

        「いや？嫌ならやめた方がいいか？俺はしたい」

        「い、嫌じゃないけど、恥ずかしいから……いや」

        　恥じらう姿はなんて可愛いのか。嫌ではないなら止める理由にはならない。

        「恥ずかしくない。ほら、俺だって勃ってる」

        　すべてを脱ぎ去っている俺のソコに、ユズキの手のひらを導いた。

        「え……おっきい。すごい、僕と違う。こんなにおっきくてドクドクしてて……っ」

        　想像したのか。俺のものが兄の中に入る、そのことを考えたのか？

        　そうだよ、ユズキ。これがお前の中に入って、かき回して、擦り上げる。

        　俺はそっとユズキの窄まりに触れる。

        「ひゃ……やだ、アサヒ……っ恥ずかしい」

        「俺の、ここに入れたい。だから、協力してくれ」

        　至近距離で目を合わせ、太ももに昂ぶるソレを押し付けると、ユズキは恥ずかしそうに小さくうなずいたのだった。

        　ハンドクリームを掬い取り、たっぷりと塗りつける。

        　ぬるぬると滑りは良くなるが、ユズキを傷つける訳にはいかない。

        　俺は慎重に指を動かした。

        「ん……。アサヒ……」

        「大丈夫、ユズ。痛い事は何もしないから。信じて」

        　こわばる兄の体を解すために、俺は顔や胸にキスをいくつも落とした。

        　初めての経験に緊張しているユズキが、少しでも落ち着くようにと願いをこめて。

        　一本しか入らなかった指が二本になり。

        　三本になった指に甘い声が出る頃。

        「ユズ、入れるから」

        「ん……んんんっ！！」

        　ゆっくりと切っ先を潜り込ませる。拡げたはずのユズキの後孔はまだまだ狭く、俺の陰茎を入れさせまいときつく閉じる。

        「ユズ…ユズ。こっちに集中して」

        　兄の可愛らしいモノを扱けば、そこから広がる快感がリラックス感を強めてくれた。

        　ほんの少し緩んだ後孔を見逃さず、俺は腰を進みいれる。

        「あ…っあ、あ…！あつい……っん、おっきいよ……」

        　きつくシーツを握りしめる手に同じものを重ね、指を絡める。

        　震える唇に口づけて、少しずつ少しずつ奥へと侵入した。

        　全部入りきる頃にのユズキの顔は、とても色っぽくて淫蕩そのものだった。

        「あ……全部はいった……の？」

        「ああ。全部。俺の全部ユズの中だ」

        「そっか……嬉しい」

        　ふわふわとした顔でユズキは微笑み、そして俺の侵入を果たした下腹部を手のひらで撫でさっていた。

        「ふふ……おなかいっぱいだ、あ…！ん、急に……っ！」

        　俺はもう待ちきれず、熱く締め付ける孔を好き勝手に蹂躙し始めた。

        　こんなに愛しい存在があるのか。

        　兄と一つに繋がれた、その奇跡を神に感謝してもいい。

        「あっ、あっ、アサ…ヒっ、アサヒぃ……！」

        　狂ったように腰を振る。俺の肩にしがみ付きながら、ユズキも腰をくねらせた。

        　よかった、兄にも善いと思われているようだ。

        　そうは思っても、どちらにせよ加減なんてできない。

        　熱く締め付ける孔の中を、俺は夢中で擦り上げた。

        「ユズ、ユズごめん、イっていいか…っ！」

        　情けないが保ちそうにない。それだけユズキの中は快いし、俺の動き一つで跳ねあがる兄の痴態には滾るものがあった。

        「うん、うんっ……っっ、僕ももう…、イ、イっちゃう……っ！だめ！」

        　必死でユズキの陰茎に手を伸ばし、がむしゃらに擦り上げた。

        　男の快楽の象徴であるそれは、ぴくぴくと震えて今にも弾けそうだ。

        「ユズ、ユズっ、好き、好きだ…っ」

        「ぼくもぉ……アサヒ…っ！　イく…っ！」

        　腰を深く押し付け、俺は強い締め付けに堪らずユズキの最奥で果てた。

        　手のひらには温かい精がねっとりと絡んでいた。

        　コホコホと小さな咳をしている。

        　随分と無理をさせてしまった。水を渡すと必死に飲むユズキは愛らしい。

        　先ほどの淫靡さはすっかりなりをひそめ、可憐な姿で俺のベッドに横になる兄。いや、駄目だな。布団から出ている素肌を見ているだけで、また反応しそうになる自分がいた。

        「あ～、喉まだなんか変……」

        「ごめんユズ兄。無理させた」

        　枕でボスボスと叩かれる。ここで「ユズ兄」はまずかったか。真っ赤な顔で睨んでくるが可愛いだけだ。

        　枕元に置いてあったのど飴を口に放り込んでやると、薄荷の清涼感が心地よいのか美味しそうに転がした。俺はなんだか俺よりも夢中になっている様に見え、悔しさにその形の良い唇にキスをして飴を奪った。

        　むくれた兄はとても可愛くて、これから俺たちの進む先がどんなに荊の道であろうとも、一生ユズキを守ろうと誓ったのだ。

        ――　完　――

        　

        


    

    
        僕のおとうと

        　

        　生まれたばかりの僕の弟はやせっぽっちで全然可愛くなかった。

        「エディ、仲良くしてあげてね」

        　そう母に言われても、大好きな母の腕を占領しているその小さな生き物を僕は可愛いと思えない。父も母も弟に夢中で、子ども心に憎々しいとさえ感じていた。

        　それが、僕が５歳、弟のマークが０歳の時の話だ。

        　

        　暫くすると母が弟にお乳を上げるのを止めて、いつの間にかマークにお乳を上げるのは僕の仕事になっていた。がりがりの赤ちゃんは次第にふっくらとした体になって、僕の指をちっちゃな手で掴む姿に僕の心は次第に弟への愛情を自覚する。

        　ガジガジと僕の指を噛む、赤ちゃんの歯茎は案外力強い。

        「かわいい……。マーク、おっきくなるんだよ。お兄ちゃんが守ってあげるからね」

        　マークは生まれた時から噛み癖があると母から聞かされたのは、もう少し後の事だ。

        　

        ★★★

        　

        　父は大きくて冒険者として家族を養っている。そして母はヒーラーだ。冬の間は家にいて、温かくなると二人そろって出稼ぎに行く。

        　僕が小さい頃には母は家にいてくれたけど、僕が１２になった頃から二人はそんなサイクルで過ごすようになっていた。僕たち兄弟が何の苦労もせずに暮らせるのは両親のおかげだから、弟の世話と家事は率先して引き受けた。１６で成人を迎えるこの国で、そんな暮らし方をする子どもも少なくはない。もちろん、隣の家のおばさんには何かとお世話になっていたけれど。

        　

        　そして僕も仕事を持ち、もうすぐ弟のマークも成人を迎えようとしていた。僕は２１歳に、弟は１５歳だ。仕事をしながら家事と弟の世話をすることはすっかり僕の生活の一部なっている。

        　とはいえ母に似たのか何時まで経っても身長の伸びない僕と違って、父似のマークはすっかり僕の背を追い越していたけど。

        　長身にがっしりとした筋肉、母と同じふんわりとした金髪に父によく似た甘いマスクは町の女の子を夢中にさせている。ぱっとしない僕とは雲泥の差だ。

        　そんな弟だけど、家の中ではまだまだ僕の可愛い弟だ。

        　今日もソファに座る僕の膝に頭を乗せて、まるで大型犬のように寛いでいる。でも。

        「っ、マーク、ちょっと痛い」

        「あ、ごめん兄さん。もうちょっと優しくするから、もう少し噛ませて」

        　僕の指から腕までガジガジと噛む弟の癖は、赤ちゃんの頃から今に至るまで治ってはいない。小さい頃も何度かやめさせようとしたが、そのたびに強いストレスで自分の髪の毛を抜くようになってしまい諦めた。噛むといっても甘噛み程度だし、歯形が残っても翌日にはすっかり無くなる程度だから、スキンシップだと割り切ることにした。

        多少感じられる痛みなんて許せる程度に、僕にとっては弟の方が大切なのだ。

        「ん……っ」

        　大きな口をめいっぱい開いた弟は、二の腕の柔らかい部分に噛みつく。固い男の体でも、比較的柔らかいそこはマークのお気に入りだ。筋肉と適度な脂肪が付いたそこは弾力があり口の中が僕の体で満たされるのが良いらしい。

        甘く噛んで、そこからほんの少しずつジワジワと噛む力を足してくる。くすぐったさと、素肌に感じる弟の呼気にゾクゾクとするものがある。

        　べろりっと噛み後に舌を這わせられると、思わず声が漏れてしまう。

        「あっ」

        「エディ、いいか？」

        　僕を兄さんと呼ばずに名前を呼ぶその時、それは僕たちの関係が別のものになる合図だ。父とよく似た蒼い瞳には男の欲が浮かんで、頷こうとする前に唇を塞がれる。

        「ん、んんっ……は……っ」

        　弟の舌は慣れた動きで僕の口内を蹂躙する。上顎のあたりをざりざりと舐められると僕は情けない声を上げてしまう。

        「あう……っ、ん、ああ……っんんんっ」

        　嫌だと舌で追い払おうとするのに、反対にそれを絡めとられて甘噛みされて僕の頭はぼうっと甘く霧がかる。いつの間にか後頭部は弟の手によって抱え込まれて、逃げないように腰を抱かれていた。

        　ぴちゃぴちゃと絡ませた舌が怠くなって、それでもこの気持ちよさを逃したくなくて気が付くと弟の首を引き寄せていたのは僕の方かもしれない。

        　

        ★★★

        　

        　この関係が始まったのは、確か弟が精通した辺りだった。と言ってもほんの２年前で、１３歳の弟の背はすっかり僕を追い越していたけれど。

        「兄さん、どうしよう……変なのでちゃった」

        　夢精した下着を泣きそうな顔で持ってきたマークに自慰を教えたのは僕だ。思えば僕も慌てていたのかもしれない。でも可愛い弟の泣き顔を見たくなくて、これは自然な事だと教えていた。

        「兄さんも？　この白いの出てくるの？」

        「そ、そうだよ」

        「見せて。嘘じゃないなら見せて」

        　疑わしい視線を寄越す幼い弟に、口で言い返す上手い言葉は見つからなかった。結局僕は弟の目の前で自慰をして見せて、それに興奮したらしい弟もまた――。

        　元々、僕とマークの兄弟としての距離は近かった。僕の指や腕を噛んで安心する弟は、その日以来自慰をしあうようになり、一年前からは僕と――体を重ねるようになっていた。

        　自慰の延長なのかもしれない。弟の気持ちを聞いた事はないけれど、有能な彼は成人したらきっとこの家を出ていくのだろう。だからそれまでの戯れだと、そう思って受け入れているのに胸が痛い。

        　だって僕はもう、弟の事を一人の人間として愛してしまったのだから。

        　

        ★★★

        　

        　しゃぶられていた乳首に歯を立てられて体が大きく震える。

        「あう……っ、いたぁ……！」

        「エディ、考え事？　余裕だね？」

        　歯並びの良いその前歯が僕の小さな粒を噛み、そしてジンジンと痺れるそこをべろりと舐められるだけで僕の腰は勝手に揺れる。そう、本当は嫌じゃないって事を、弟にはすっかりバレているのだ。

        「あ、あ……っ、そこ……っもっと……んっ」

        　狭いソファの上でもつれ込むようにして弟の頭を抱える。余所見するなと怒られたばかりなのに、そういえば初めてのセックスもここだったと頭をよぎる。

        「ね、教えて。どうして欲しい？もっと乳首舐める？それともこっち？」

        「んっ……っ、そこじゃなくて……」

        　勃ち上がる僕自身を下着越しに撫でられる。ガチガチになったそこはまだ碌に愛撫されていない状態でも欲を吐き出したくて震えていた。

        　でも、触って欲しいのはそこじゃない。

        「奥、奥に入れて……」

        　自分から言うのは恥ずかしい、だけど言わせて嬉しそうにするマークの顔を知っているから、僕は今日も自分から下着を脱いで足を開く。

        　弟に良く見える様に、足を抱えて男を誘う。こんな事他の誰にも出来ないけれど、弟がよくできたとばかりに頭を撫でてくれるから頑張れる。

        「どこ？どこに入れて欲しい？」

        　今日のマークは少し意地悪だ。僕の膝がしらに歯を立てながら、どこまでも僕に言わせようとする。

        　可愛い弟で、片想いの相手に僕はどこまでも弱い。

        「……ここ。ここに、入れて……っ」

        　すっかり弟の体を覚えた僕は、何もせずとも柔らかい後孔に指を添え、そこを拡げて彼を誘う。でも弟はそんな僕を馬鹿にしたりはしない。雄の目をして僕の孔を凝視する彼の身体の中心もまた、昂ぶっているのだから。

        「やらし……。エディ……最高」

        　弟の太い指がその孔にそっと入ってくる。狭い部分を一気に越えて、鉤状にした指が僕の淫肉をぐるりと探ると、すぐに見つけた弱いポイントをしつこい程に探ってきた。

        「あ……っ、あ、あ……っ」

        「噛ませて、エディ……」

        「ん、んっ噛んで……噛んでぇ……あっ、ん、くぅ……っ」

        　弟の指を僕の肉輪が締め付ける、それと同じようにして僕の体をマークは噛むのだ。痛いのか気持ちいのか苦しいのか、全部が混ぜられて良く分からなくなる。

        「あっ……！」

        　ぐちゅぐちゅと拡げられたそこから、いつの間にか増えたらしい数本の指がくぽっと音をさせて出ていく。拡張されたそこは何か納まっていないと不安だと言わんばかりにヒクヒクと震えて、小さく開いた孔が物ほしそうに訴える。

        「ん、あ……入って……っ！」

        　性急にペニスを押し当て、一気に奥まで突き進む。いくらこの行為に慣れたといっても、大きすぎる弟自身を飲み込むにはまだ早かったようだ。快楽を上回る圧迫感に息がつまる。

        　狭いそこを細かく出し入れすることで確実に奥へと進んでいった。固くて重い弟のソレは指以上に狭い孔を押し広げていく。

        「あ――っ、はあ……っ、あ、あっ……！」

        「ふ……っ、きもちい……エディ」

        　奥の奥に熱いモノが収められ、僕の顔にエディの汗がぽたりと零れた。視線を合わせると目を細めて笑う弟の顔がそこにあった。

        　

        反則だ。まるで弟に愛されているような、こんな顔を見せられたら手を離せなくなる。たまに見せるこの蕩けそうな顔は、町の女の子たちが見たら失神するかもしれない。

        「あ……マークの、全部……入ってる……っは……っ」

        後孔に指を這わせれば、シワひとつ無いかの様にみっちりと弟の肉棒が埋まっていた。

        兄に興奮して固くさせたペニスをこんな所に挿れている、なんて。ドクドクと指にあたる脈動は、興奮した弟のモノだ。

        「ね、マーク動いて……お兄ちゃんを気持ちよく、して？」

        　僕は意地悪な兄だから、たまにこうして弟が誰を抱いているのか、自覚させるようなことを言うのだけど、胎内に入った熱の塊はビクリと体積を増した気がする。

        　唇に添えられた男の指を、いつもと逆に噛んでみた。甘噛みして、強めに噛んで。それからチュウチュウと吸ってやる。いつも弟がするように。

        「エディ……！」

        「んあ……っ、あっ……！　強い……っ、マーク……っ！」

        　ぐるりと体をひっくり返され、ソファの背もたれに上体を預けるようにした僕を、背後から弟が遠慮なく激しく貫く。

        「エディ……っエディ、は……っ、く……！」

        「痛……っ、あ、イイ……っ、きもちい……もっと、噛んで……！」

        　肉同士が打ち付け合う音が室内に響き渡り、ギシギシと古いソファは悲鳴を上げた。

        　首に、肩に、肩甲骨に、普段の甘噛みから一転、マークは本気で噛んでくる。煽れば煽るだけ、加減を忘れた弟は、まさに夢中で僕を貪るのだ。

        　きっと僕は駄目な兄だ。

        　弟を手放してやらなければと思っているのに、こうして執着させるような事ばかりしてしまう。でも、でもいつか離れていくその日までは。

        「僕の……っ、あっ、マーク……っ！イく……っ！イっちゃ……っ！」

        　獣のように噛みつかれた僕は、さながら獲物のようだ。

        　高まる絶頂感に僕も限界だ、首に強く噛みつかれた拍子に弟の肉棒を締め付けて呆気なく射精を果たす。ひくひくと震える体を抱きしめて、マークもまた僕の最奥で熱い飛沫を放った。

        「あ……っはぁ……っんんっ、あつい……っっ」

        「は――っ、エディ……」

        　体の至る所はジンジンと痛む。マークに噛まれたであろうそこはきっと数日跡が残るだろう。ひりつくそこが擦れて痛む度、僕は弟の情交を思い出して幸せに浸れるのだからもう行きつくところに行っているのかもしれない。

        　抜かれたペニスを追い掛ける様に、後孔からこぽりと残滓が落ちた。

        　

        ★★★

        　

        　体力がさほどない癖に煽るだけ煽って先に寝てしまう、そんな兄をベッドへ運んだ。

        　着せているのは自分のシャツだ。古くなった俺の服を寝巻に丁度いいと兄は着ているけれど、その真意が別の所にある事を知っている。

        「いつになったら、好きって言ってくれるの兄さん」

        　もうまもなく俺も成人だ。そうしたら兄にこの気持ちを伝えようと、随分幼い頃から考えていた。

        　兄に想いを寄せる人間は俺がニコリと微笑むだけで簡単に靡いていたし、恋人が出来そうなチャンスは純粋な子どもの振りをして壊してきたつもりだけど、無知な振りで兄と体を重ねてしまったのはまずかったかも知れない。日々募る想いを口にできないもどかしさは、代わりに元々あった噛み癖を悪化させてしまった。

        　おかげで抱くたびに、兄の体は至る所に噛み跡が残る。じんわりと内出血している歯形をなぞると、寝ている兄の身体がぴくりと震えた。

        「まあ、いいか。――愛してるよ兄さん」

        　俺の誕生日には、兄さんの未来の全てを貰うからね。

        ――　完　――


    

    
        涙雨

        　

        　ぽつり、ぽつりとフロントガラスを雨が濡らす。

        　昨日からテレビはこの天気を予報していた。夏の近づくこの季節だ、もうすぐこの辺りも梅雨入りが近いのかもしれない。

        　九州では梅雨入りを宣言していたなぁなんて、祐希は動き出すワイパーを眺めながら助手席側で膝を抱えた。

        「ねぇ義兄さん……降ってきたね」

        　運転席側でハンドルを握る義兄、秀一にそう声をかけるが、彼は真っ直ぐ前を見たまま返事はない。

        　後ろに流された黒髪と端正な横顔が、黒いスーツに引き立てられて男の色気すら感じられる。

        「こういうの、涙雨って言うんだって」

        　祐希は苦しくなってきた詰め襟を外すと、強くなる雨空を見上げた。

        「ねーちゃん、天国に行けたかな？」

        　祐希の姉であり、横に座る義兄の妻、優香の葬儀が終わったのだ。

        　

        ※※※

        　

        　訃報は突然では無かった。

        　長らく姉の優香は入院していたし、それを優香の夫である義兄と支えてきた、つもりだ。

        　早くに親を亡くした祐希の親代わりである姉が一緒になりたい、そう言って連れてきた相手。当時中学生という微妙な年頃の祐希まで、まとめて一緒に家族にしてくれたのが秀一だった。

        「ねーちゃん、俺施設にでも行けるよ？　新婚さんの邪魔したくねーし」

        「ばぁか！　アンタ私相手にそんな気ぃ使ってどうすんのよ！　どーんと姉に甘えなさい！」

        　ふわふわした見た目とはうらはらに、祐希の姉は豪快で快活でよく笑う女性だ。

        　そんな姉が連れてきた結婚相手が、まさか彼女の雇い主だとは思わなかった。

        　随分いい相手を捕まえたなと子供心に思ったが、彼はそれを見透かしたのか「中小企業の二代目だから俺自身は大したことないさ」と苦笑いされた。

        　男らしい見た目とキリリとした目つきに、最初は堅気ではないのかと案じたが、それは緊張からだったと知った後の彼は親しみやすい人間でもあった。

        　中学生のいる新婚生活なんてお邪魔虫でしかないだろうに、まるで父親のように祐希を気に掛けて、色んなところに連れ出してくれた。

        　ところが、祐希が高校生になろうかとした頃、姉の優香が病に倒れた。若いが故に進行も早く、彼女はあっという間に入院生活を余儀なくされたのだ。聞けば姉は早くから自分の身体の異変に気づいていたらしい。そして義兄はそれを全て知った上でこの結婚を申し込んだというのだから、そこには深い愛があるのだろう。

        「義兄さん、俺、バイトしようと思うんだ」

        　妻である優香はともかく、祐希は完全なお荷物だ。姉が働けなくなった今、祐希の学費まで彼に頼っていたからだ。

        　しかし秀一はフッと笑うと祐希の髪の毛をクシャクシャと掻き回す。

        「子供が変な気を回すな」

        　年末年始には家に帰れた姉も、２年目の年末は病室から出れなくなっていた。

        　少しずつ弱っていく姉は、既に余命宣告よりも長く生きてくれていた。

        　たった一人の姉を失う恐怖がひたりたと襲ってくる。それは悲しみよりも、姉を喪う自分がどうなるのかという身勝手な恐怖だったように思えた。

        　義兄である秀一も仕事が忙しくなり、家に帰って来ない日もあった。

        　それは寂しく思える反面、安心もした。顔を合わせなければ、こんな気持ちを必死に隠さなくていい。

        　

        「ん…、あ……っ、……っ」

        　ギシギシとパイプベッドが重みに喘ぎ軋む。

        　二人分の精液でぐちゃぐちゃになったシーツの上で、快感に耐えきれず身をよじると、上から男の唇が降ってきた。

        　後孔のみならず口腔内も犯され、激しい動きに息が出来ない。

        　男の掌はペニスを擦っているのか、それとも射精を押さえつけているか分からない。

        　腰が抜けるような痺れは長い間続き、ヌチュヌチュと出入りする大きなペニスにこすられ続けた肉筒は収縮を繰り返す。

        　突き入れられるごとに自分の口からはまるで女のような嬌声があがり、その恥ずかしさは奇妙にも快感を引き出した。

        「義兄……っさ……ん、ふぅ……、あぅ」

        「…っ祐希……！祐　希……」

        　義兄の腰に手を添えれば、想像できない程いやらしく動いていた。

        　大人の男が顔を歪めながら自分の上で腰を振る、その倒錯感にゾクゾクと震えた。

        　これはいつからだったか。姉が入院し、一年もしないうちに始まった行為だ。

        　きっかけは何だったか……そうだ、酔って帰ってきた彼を玄関で迎え入れた時だ。

        　珍しく酷く酔ってきた彼は、祐希を姉と勘違いして襲ったのだ。酷く驚いたし抵抗もした。だが大人の男の前に成す術なく……いや、快楽の前に成す術なく屈したのだ。

        　そして酔っていたはずの義兄と、折に触れそういう関係になってしまった。

        　最初は身体だけだったはずだ。それなのに優しく触れる秀一の手や、気遣う言葉が嬉しくて。他に頼る相手もいない心細さを埋めるようになり。

        　気がつけば、年の離れた義兄に想いを寄せていた。でもそれは決して告げることの出来ない言葉でもあった。

        　保護者でもあり、姉の夫である男と。

        　こんな関係は到底許される訳は無かったけども、惹かれる気持ちに逆らうことも出来ずにズルズルと関係を続け、そしてそれは姉の亡くなる直前まで続いていた。

        　

        ※※※

        　

        　ポツリ、ポツリと降っていた雨がザアザアと音を立てて車体を濡らす。

        　いつの間にか車は自宅マンションの駐車場に停められた。

        　姉が居なくなった今、このマンションも出ていかなければならない。親の遺した財産があとどれくらいあるのか確認しよう。身の回りの事も出来る今、アパートでも借りて一人でも暮らせるはずだ。

        　隣を見れば、秀一がジッと見つめていた。

        「祐希、お前は俺の家族だと思っている」

        「う、うん……」

        　家族を抱くか？　とも思うが、あえてここでは口に出さない。秀一は一体何を言いたいのか。

        「ずっと家族でいてくれ」

        　ふいに。ふいに目にした彼の左手に、本来あるべき物が無くなっていた事に気がついた。

        　それは姉との繋がりで、永遠を誓ったものだ。

        　祐希の視線に気付くと、秀一はその薬指を擦って笑った。

        「指輪は優香の骨壷にいっしょに納めた。優香は浮気者だと怒るかもしれないが……今更だな？」

        　生前から続いていた関係を仄めかされて、顔が朱に染まる。

        「優香には付き合ってた頃、俺が気持ちを自覚した頃に既に打ち明けている。　弟に近づく為だったのかと酷く怒られたが、祐希と出会わなければ……俺は優香を愛し続けていたと思う。だが彼女の身体が病魔に侵されていた事がわかって。最終的には絶対に祐希を裏切らない事を条件に許してくれた」

        　何を。

        　何を言っているのかこの男は。

        　言っていることが真実ならば、秀一は姉が生きている時に、既にこの歪な関係を知らせていたと言う事だ。いや、そもそも姉と秀一は愛し合っていた訳ではないのか？

        　そして秀一が、祐希に想いを寄せていた？　まさか、いつから。あの酔って帰宅したあの日より前に？

        　姉はこの関係に気づいた素振りは無かったはずだ。いつも笑顔で迎えてくれて―――。

        　ハッとする。

        「幸せに……。秀一さんと幸せになれって言われた……」

        　あれは最近の事だと思う。ついに永くないと言われた姉を見舞いに行くたとき、脈絡もなくそんな風に言われたのだ。

        　あの時は縁起でもないと叱り飛ばしたが、姉は本気でそう言っていたのだろう。

        　呆然としながら秀一を見れば、愛しげにこちらをみる瞳とぶつかる。

        　そしてダッシュボードに手を伸ばすと、2枚の紙を取り出した。

        　一枚は、姉と秀一の離婚届。

        　もう一枚は……秀一の婚姻届。しかも―――

        『絶対に幸せになんのよ！』

        　欄外に走るのは姉の字だ。姉の字は勝手に祐希の名前を記入しているし、保証人欄に彼女の署名がしてある。

        　ポタリ、ポタリと熱いものが溢れて書類を濡らす。慌てて目元を袖で拭うと、秀一に優しく抱きしめられた。

        「結婚してくれ」

        「でも俺……っ男だし……、義弟だし……年が離れすぎて」

        「おじさんは嫌か」

        「ちが……っ、義兄さんじゃなくて、俺が子供だから……っ」

        「大切にする。優香にも誓った。こんな子供に手を出すろくでもない大人だが、信じてほしい」

        　それは確かに。分別のある大人のする事じゃなかったと思う。

        　でもその言葉が嬉しくて。姉の気持ちも嬉しくて。ボロボロと涙が溢れてしまう。しゃくりあげながら返す。

        「…ひっ……っ、はいぃ〜！」

        　涙で歪んで見える秀一の顔は、嬉しそうに笑って。

        「泣くな。―――優香に俺が怒られるだろ」

        　笑いながら、涙で濡れる祐希の目を掌で覆い隠すと、そっとキスをした。

        「これが義きよう兄弟だいとしての最後のキスだな」

        　そう言っていた義兄――いや、秀一はまた嬉しそうに笑った。

        　男同士で結婚なんて出来るわけもない。そんなことは十分分かっている。だけど。だけど――。

        　日も暮れたフロントガラスには雨が叩きつけられ、視界には何もうつらない。

        　誰にも見えないこの中で、今はまだもう少しだけ、腕の中で泣かせて欲しい。

        　

        ――　完　――

        


    

    
        花咲の一族

        　

        　

        　明日――いや、日付が変わったからもう今日か。今日は弟のシビルが結婚する。

        　僕はすっかりとぬるくなった麦酒を両手で握ると、空にポツンと浮かぶ月を眺めていた。今日は嫌になるほどよく晴れていて、月の光が冴え冴えと僕を照らした。

        　今日はシャツ一枚でも過ごせる位、穏やかないい夜だ。やせっぽっちの体を覆うその裾を、一口あおった拍子に麦酒が濡らした。

        　――コンコン

        　控えめにドアがノックされた。こんな時間に誰だ？

        「なあ兄貴……起きてるか」

        　明日の新郎であり、僕の弟が訪ねてくる。

        　夜中に一体どうしたのか。僕と違い大柄な体を縮こまらせて、気落ちしているようにも見える。日中はついに結婚式だと楽しそうにしていたのに。

        「兄貴……どうしよう。アイネが、村を出ていった」

        　僕と弟のシビル、そして幼馴染のアイネはいつも一緒だった。一緒すぎて、いつの間にか二人は恋仲になり、そして結婚を決めたはず。シビルは男らしく、彼女は幸せな花嫁のように見えた。そのアイネが、なぜ村を出る？

        「さっき……窓から来て。やっぱり結婚できないって…泣いてた」

        　震えるシビルの手から手紙をひったくる。くそ、なんだよアイネ、行商の男と恋仲だったなんて、どうして言ってくれなかった？ごめんだなんてそんな一言で、弟を傷つけて出ていかないでくれ。

        「俺が……俺が悪いんだ」

        「バカ、何言ってんだ。お前に悪い所なんてない」

        「いいや、俺だ。俺が…俺の気持ちが彼女に向いていなかったから」

        　ほと…と何かが落ちた。

        　

        ※※※

        　

        　僕の村には、聞けば皆口を閉じる病がある。それは村の成り立ちで、身体から花が零れる病。その病を治せるのはまた同じ村人でしかありえず、相手の身を介してしか治療ができない。

        　何かが落ちた気がして足元を見れば、赤い花びらが、いくつか落ちていた。

        「シビル、お前…花咲病に？　いつから」

        　弟はゆっくりと頷いた。

        「半年前に。いつの間にか俺の胸には花びらが浮かんでは消える」

        「お前それアイネに介して貰ったのか」

        　首をゆっくりと振る。

        「なぜ」

        　花咲病は別名恋の病だ。焦がれるほどに人を愛すると、いつからか花を体に宿すようになる。愛した人間を介して――つまり体を合わせ結実することにより、それは消え真実の愛が残るという。それは村の公然の秘密であった。

        　実らなければゆっくりと死に至る。実ればそれは小さな宝石となり、その身を潤してくれる財となる。

        「だって俺の愛した相手は兄貴、お前だけだから」

        　ひとつ、心臓が大きく跳ねる。

        　僕のだぼついた服の裾から、白い小さな花びらが零れそして消えた。

        　僕が弟に邪な想いを抱いたのは、いつからだったか覚えていない。年子の弟とはいつも一緒にいるのが当たり前で、この小さな村では僕と弟とアイネはいつも一緒だった。

        　気が付けば恋仲になった二人を、僕は自然と距離をあけるようになり……それからだ。僕の、僕自身から小さな花びらが零れるようになったのは。

        　あれは弟の結婚が決まった頃に。弟を想って自慰をした時だった。はらはらと浮かびそして消えるそれに、花咲病に罹患したことは明らかで、その対象もまた明確すぎた。

        　だが、この想いは伝える事ができない。伝えられる訳がない。幸か不幸か、この病はゆっくりと衰弱していく。数年生きれたらそれでいい。僕は真実そう思っていたのだ。

        　立ち上がった服の裾から、はらはらと零れる白い花びらは、すっかり弟の目に入ってしまっているだろう。

        　呆然と見つめる僕を、弟は愛し気に見つめ返す。こんな表情で見つめられたことなどない。

        「兄貴……。アイネには分っていたんだ。彼女は聡い。俺の気持ちが向いていないことなんて、きっとお見通しだったんだ」

        　やめろ、言うな。

        「俺はずっと兄貴だけが好きだった。でもそんなの可笑しいだろ。だからこそ俺はアイネと付き合って結婚を決めたし、それでいいと思ってた。……なのに。花咲病にかかった」

        　花咲病、それは結実しなければ死を招き、結実すれば生涯の愛の証となる。

        「なあ兄貴、俺は自惚れていいのか。この気持ちに蓋をして、兄貴を裏切った俺を夜な夜な呼んでいただろう」

        　顔にさっと朱が走った。聞かれていたのだ。この許されない欲望を。

        　一歩ずつ、大きな体が近づいてくる。窓から入ってくる風に、白い花びらがふわふわと舞い上がりそして消える。

        　それに倣うように、シビルからは大きな花弁がぽとぽとと落ちて。

        「俺と一緒に死ぬか――それとも生きるか。俺は神様がいるんだと思ったよ。村を出て一緒に暮らす口実すらできたんだから」

        　なあ兄貴、とシビルは耳元で囁く。僕の貧相な体は、大柄な弟にすっぽりと包まれた。花の良い香りがする。

        「頷くだけでいいんだ。全部俺が悪いことにすればいい。なあ、頼む。俺と実をなしてくれないか」

        　――愛しているんだ

        　こんな事は許されない。僕は兄で、お前は弟で。

        　そう思うのに。

        　僕はしがみ付くこの手を離せそうもない。

        　床で重なる花びらのように、お前が欲しい。

        　

        ――完――

        


    

    
        後書き

        　

        　喚んでくださってありがとうございました。てんつぶです。

        　今回は過去に執筆したショートストーリーの中から兄弟ものをチョイスしました。弟攻めが多めですね……すいません性癖です。楽しんでいただけましたら幸いです。

        　

        令和三年十一月　てんつぶ


        淫紋病のおにいいちゃん・・・令和二年ビッチ受けアンソロジー寄稿

        噂の転校生、それｈ俺の兄だった・・・令和二年六月ムーンライトノベルズ初出

        僕のおとうと・・・令和三年噛み癖アンソロジー寄稿

        涙雨・・・令和二年五月ムーンライトノベルズ初出

        花咲の一族・・令和二年七月初出
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